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ま・ち・の・わ・だ・い

②

　
６
月
21
日
～
７
月
12
日
の
期
間
に
、
熊
毛
地
区
１
市
３
町
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、

第
67
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
熊
毛
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、

選
手
た
ち
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、西
之
表
市
は
、８
種
目
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
努
力
を
重
ね
、
精
一
杯
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。
ま
た
、

審
判
団
及
び
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
団
体
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
優
勝
し
た
種
目
の
選
手
は
、
９
月
19
日
～
９
月
20
日
に
開
催
さ
れ
る
第
78

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
、
熊
毛
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

第第
6767
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会    

熊
毛
地
区
大
会

熊
毛
地
区
大
会  

競　技　別　成　績（ 西　之　表　市 ）
競 技 種 目 順位

陸上 １位
バレーボール 男子 ２位

女子 ３位
卓球 男子 １位

女子 １位
ソフトテニス 男子 ２位

女子 ３位
相撲 青年 ３位

一般 １位
柔道 ２位
剣道 ４位
弓道 ２位

ゲートボール ３位
サッカー ３位
軟式野球 １位
ソフトボール 男子 ２位

女子 ２位
バドミントン 男子 １位

女子 ２位
テニス 男子 ３位

女子 ３位
グラウンド・ゴルフ ３位
ゴルフ １位
バスケットボール 男子 １位
空手 －

※空手競技…個人順位のみ決定のため「－」
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ま・ち・の・わ・だ・い

③

　
５
月

　
５
月
2525
日
（
月
）、
現
和
小
学
校
の
児

日
（
月
）、
現
和
小
学
校
の
児

童
が
、
毎
年
恒
例
の
落
花
生
の
植
え
付
け

童
が
、
毎
年
恒
例
の
落
花
生
の
植
え
付
け

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　
現
和
校
区
は
、
種
子
島
で
の
落
花
生
栽

　
現
和
校
区
は
、
種
子
島
で
の
落
花
生
栽

培
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
お
り
、
記
念
碑

培
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
お
り
、
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鮫
島
市
憲
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

　
鮫
島
市
憲
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

植
え
付
け
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

植
え
付
け
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
下
園
幸
成
さ
ん
は
、「
去
年

　

４
年
生
の
下
園
幸
成
さ
ん
は
、「
去
年

の
種
が
今
年
の
種
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

の
種
が
今
年
の
種
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
て
、
種
植
え
が

ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
て
、
種
植
え
が

も
っ
と
面
白
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
が
と

も
っ
と
面
白
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

て
も
楽
し
み
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
植
え
付
け
ら
れ
た
落
花
生
は
、
９
月
下

　
植
え
付
け
ら
れ
た
落
花
生
は
、
９
月
下

旬
か
ら

旬
か
ら
1010
月
上
旬
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
る

月
上
旬
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
る

予
定
で
す
。

予
定
で
す
。

落
花
生
の
植
え
付
け
（
現
和
小
）

　　
７
月
７
月
３３
日日((

金金))

、
種
子
島
保
護
区
保
護

、
種
子
島
保
護
区
保
護

司
会
（　
師
和
俊
会
長
）
７
名
が
来
庁
し
、

司
会
（　
師
和
俊
会
長
）
７
名
が
来
庁
し
、

内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
「
社

内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
協
力
依
頼

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
協
力
依
頼

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
伝
達
し
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
伝
達
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち
直
り
に
つ
い
て

罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち
直
り
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
、
新
た

の
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
、
新
た

な
被
害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
明
る
い

な
被
害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
明
る
い

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

で
、
今
年
で

で
、
今
年
で
7676
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
種
子
島
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、
街
頭

　
種
子
島
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、
街
頭

広
報
な
ど
を
通
じ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
防

広
報
な
ど
を
通
じ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
防

止
す
る
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

止
す
る
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
種
子
島
保
護
区
保
護
司
会

　

６
月

　

６
月
1717
日
（
水
）、
全
九
州
女
子
相
撲

日
（
水
）、
全
九
州
女
子
相
撲

選
手
権
大
会
（
６
／

選
手
権
大
会
（
６
／
2121
佐
賀
県
唐
津
市
開

佐
賀
県
唐
津
市
開

催
）
に
出
場
さ
れ
る
田
代
萌
絵
さ
ん
（
榕

催
）
に
出
場
さ
れ
る
田
代
萌
絵
さ
ん
（
榕

城
小
３
年
）
と
石
元
陽
向
さ
ん
（
種
子
島

城
小
３
年
）
と
石
元
陽
向
さ
ん
（
種
子
島

中
１
年
）、
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大

中
１
年
）、
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大

会
九
州
予
選
会
（
９
／

会
九
州
予
選
会
（
９
／
2020
福
岡
県
久
山
町

福
岡
県
久
山
町

開
催
）
に
出
場
さ
れ
る
長
野
光
之
介
さ
ん

開
催
）
に
出
場
さ
れ
る
長
野
光
之
介
さ
ん

（
上
西
小
５
年
）
が
、
市
役
所
を
表
敬
訪

（
上
西
小
５
年
）
が
、
市
役
所
を
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

問
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
西
ノ
海
相
撲
ク
ラ
ブ
に
所
属

　
皆
さ
ん
は
西
ノ
海
相
撲
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
、
日
々
厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

し
、
日
々
厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

県
大
会
で
は
田
代
さ
ん
と
石
元
さ
ん
は
２

県
大
会
で
は
田
代
さ
ん
と
石
元
さ
ん
は
２

位
、
長
野
さ
ん
は
３
位
と
い
う
好
成
績
を

位
、
長
野
さ
ん
は
３
位
と
い
う
好
成
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
九
州
大
会
で
も
、
皆
さ
ん
の
活
躍
が
期

　
九
州
大
会
で
も
、
皆
さ
ん
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
中
、
長
野
さ
ん
か
ら
は
「
優
勝

待
さ
れ
る
中
、
長
野
さ
ん
か
ら
は
「
優
勝

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
！
」
と
の
力
強
い

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
！
」
と
の
力
強
い

意
気
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
気
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
州
大
会
出
場
（
小
・
中
学
生
相
撲
）

　

６
月

　

６
月
1717
日
（
水
）、
熊
毛
支
部
消
防
操

日
（
水
）、
熊
毛
支
部
消
防
操

法
大
会
の
選
考
会
が
西
之
表
市
民
体
育
館

法
大
会
の
選
考
会
が
西
之
表
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
種
目
は
ポ
ン
プ
車
の
部
で
、榕
城
分
団
、

　
種
目
は
ポ
ン
プ
車
の
部
で
、榕
城
分
団
、

下
西
分
団
、
安
納
分
団
が
出
場
し
、
こ
れ

下
西
分
団
、
安
納
分
団
が
出
場
し
、
こ
れ

ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ

ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
榕
城
分
団
が
見
事
優
勝
し
、

　
結
果
は
、
榕
城
分
団
が
見
事
優
勝
し
、

７
月
７
月
2626
日
（
日
）
に
屋
久
島
町
で
開
催
さ

日
（
日
）
に
屋
久
島
町
で
開
催
さ

れ
る
熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
へ
の
切
符

れ
る
熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部

を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部

で
は
、
現
和
分
団
が
出
場
し
ま
す
。

で
は
、
現
和
分
団
が
出
場
し
ま
す
。

　
団
員
た
ち
へ
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ

　
団
員
た
ち
へ
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

榕
城
分
団
、
現
和
分
団
が
熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
へ
!!
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ま・ち・の・わ・だ・い

④

　
７
月
３
日
（
金
）
に
西
之
表
幼
稚
園
、
７
月

　
７
月
３
日
（
金
）
に
西
之
表
幼
稚
園
、
７
月
７７
日
（
火
）
に
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
の

日
（
火
）
に
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
の

園
児
た
ち
が
、
七
夕
飾
り
を
届
け
に
市
役
所
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち
は
、
市
役
所
職
員

園
児
た
ち
が
、
七
夕
飾
り
を
届
け
に
市
役
所
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち
は
、
市
役
所
職
員

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
練
習
し
た
七
夕
の
歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
練
習
し
た
七
夕
の
歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
願
い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
と
、
色
彩
豊
か
な
折
り
紙
の
飾
り
で
作
ら
れ
た
七

　
様
々
な
願
い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
と
、
色
彩
豊
か
な
折
り
紙
の
飾
り
で
作
ら
れ
た
七

夕
飾
り
は
、
願
い
事
が
叶
う
よ
う
、
市
役
所
正
面
玄
関
の
２
階
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

夕
飾
り
は
、
願
い
事
が
叶
う
よ
う
、
市
役
所
正
面
玄
関
の
２
階
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
園
児
の
皆
さ
ん
、
素
敵
な
贈
り
物
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
園
児
の
皆
さ
ん
、
素
敵
な
贈
り
物
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

七
夕
訪
問
（
西
之
表
幼
稚
園
・
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
）

▶
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
の
皆
さ
ん

▶
西
之
表
幼
稚
園
の
皆
さ
ん

九
州
大
会
・
全
国
大
会
出
場

（
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
　
７
月
３
日
（
金
）、
全
九
州
中
学
生
男
子

　
７
月
３
日
（
金
）、
全
九
州
中
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
７
／

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
７
／
1919
～～
2020
南
九
南
九

州
市
開
催
）
と
全
日
本
中
学
生
男
子
ソ
フ

州
市
開
催
）
と
全
日
本
中
学
生
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
８
／
１
～
３
福
岡
県
福

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
８
／
１
～
３
福
岡
県
福

岡
市
開
催
）
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出

岡
市
開
催
）
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出

場
さ
れ
る
大
田
天
翔
さ
ん
（
種
子
島
中
３

場
さ
れ
る
大
田
天
翔
さ
ん
（
種
子
島
中
３

年
）
が
、市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

年
）
が
、市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
さ
ん
は
鹿
児
島
Ｓ
Ｃ
に
所
属
し
、
６

　
大
田
さ
ん
は
鹿
児
島
Ｓ
Ｃ
に
所
属
し
、
６

月
に
開
催
さ
れ
た
県
大
会
で
は
、
チ
ー
ム

月
に
開
催
さ
れ
た
県
大
会
で
は
、
チ
ー
ム

の
中
心
選
手
と
し
て
４
番
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

の
中
心
選
手
と
し
て
４
番
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

を
務
め
、
攻
撃
で
は
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト

を
務
め
、
攻
撃
で
は
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト

を
含
む
長
打
を
連
発
し
、
守
備
で
は
盗
塁

を
含
む
長
打
を
連
発
し
、
守
備
で
は
盗
塁

を
阻
止
す
る
な
ど
の
大
活
躍
で
し
た
。

を
阻
止
す
る
な
ど
の
大
活
躍
で
し
た
。

　

九
州
大
会
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
際

　

九
州
大
会
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
際

し
、
大
田
さ
ん
か
ら
は
「
優
勝
を
目
指
し

し
、
大
田
さ
ん
か
ら
は
「
優
勝
を
目
指
し

頑
張
り
ま
す
！
」
と
の
力
強
い
意
気
込
み

頑
張
り
ま
す
！
」
と
の
力
強
い
意
気
込
み

を
い
た
だ
き
、
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

を
い
た
だ
き
、
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ま
す
。

西
之
表
港
等
の
清
掃
活
動

　
７
月
８
日
（
水
）、県
漁
業
協
同
組
合
（
旧

　
７
月
８
日
（
水
）、県
漁
業
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榕城
上方

榎本　ユリ子

榕城
下方

榎本　和枝

遠藤　いよ子 楢原　幽美子

上籠　明美 鮫島　利　枝

𠮷田　郁代 榎本　澄江

小倉　文子 木原　すずえ

新藤　久美子 加世田　佳子

松園　功 村井　ムツヨ

松園　とし子 久保田　銀子

安山　昌代 土井　浩子

羽生　恭子 濱添　むつ子

下西

榎本　浪子

国上

落合　ミチヨ

大石　由美子 髙石　尚美

春田　祥子 河本　てる子

長瀬　なみ子 青野　恵子

安納
中園　由美子 古田 澤柳　ひとみ

花木　米子 伊関 沖田　実子

現和 﨑田　みよこ 安城 川畑　美和子

こんにちは！食生活改善推進員です。
　食生活改善推進員は「私たちの健康は私たちの手で」をスロー
ガンに、食と健康に関するアドバイザーとして、住民の健康づく
り活動を行う全国組織の団体です。
　愛称は「ヘルスメイト」「食改（しょっかい）さん」、本市では、
現在 34 名（令和８年４月１日現在）が活動しています。
　こどもから高齢者まで幅広い世代の健康づくりを支える活動と
して、食育や生活習慣病予防、減塩の推進などの普及啓発を行っ
ています。また、地域に伝わる郷土料理や地産地消、昔ながらの
食文化を次世代に継承する大切な担い手としても活躍しています。

■問合せ先　保健センターすこやか　☎ 24‐3233

※敬称略

★  西  之  表  市  人  権  擁  護  委  員  の  活  動  報  告  ★
～ 特 設 人 権 相 談 所 の 開 設 と 表 敬 訪 問 を 行 い ま し た ～

　令和 8 年６月 1 日（月）に特設人権相談所の開設
と市三役へ表敬訪問を行いました。
　相談所では家庭内のもめごとや隣近とのトラブル、い
じめや差別などの相談に人権擁護委員が応じています。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
　小さな不安でも構いません。お困りごとがありまし
たら、お気軽に人権相談所をご利用ください。

■問合せ先　西之表市福祉事務所　市民総合相談係　☎２２－１１１３

●人権擁護委員とは…
　法務大臣からの委嘱業務で、日常の生活の中
で人権尊重思想の普及活動や人権相談を行って
おり、５人の委員が委嘱されています。
※委員の任期満了に伴い、年度途中で変更とな
る場合があります。

【次回以降の日程】
　期日：８月５日（水）、10 月７日（水）、１月６日（水）
　時間：午前 10 時から午後３時まで
　場所：西之表市民会館３階 302 会議室

【人権擁護委員】※敬称略
竹之内　加奈英 日髙　富貴子 上妻　敏男

高石　心平 日髙　聡

８月は「人権同和問題啓発強調月間」です。
　「人権」は、すべての人が生まれながらに持っ
ている、人間が人間らしく生きていくための、
誰からも侵されない基本的な権利であり、また、
個人として尊重され、安全で安心して生活を送
るために欠くことのできない権利です。
　全ての人の権利が尊重される社会づくりのた
めには、私たち一人ひとりが、自分の人権だけ
ではなく、他人の人権についても正しく理解
し、一人ひとりの多様性を認め合うことが大切
です。この機会に、あなたの身近なことから人
権について考え、そして行動しましょう。
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■問合せ先　市教育委員会学校教育課学事係　　☎ 22‐1111 内線 266

▲【特選】下西小学校４年
濵島　圭さんの作品

▲【入選】国上小学校１年
小倉　哲芯さんの作品

▲【入選】榕城小学校２年
宮里　朱奈さんの作品

▲【入選】榕城小学校２年
山﨑　よしのさんの作品

▲【入選】榕城小学校３年
宮園　十色さんの作品

▲【入選】伊関小学校４年
井村　紀助さんの作品

▲【入選】榕城小学校５年
古田　友之心さんの作品

▲【入選】現和小学校６年
折口　日和さんの作品

▲【入選】住吉小学校６年
若林　雄平さんの作品

熊毛地区「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」
「歯・口の健康啓発標語コンクール」

　熊毛地区「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」及び「歯・口の健康啓発標語コンクール」で、
本市から図画・ポスター部門で特選１名、入選８名、標語部門では入選 4 名が受賞しました。（市内学校のみ掲載）

特選 下西小学校４年  濵島　圭（けい）
《　図画・ポスター　》

入選

国上小学校１年  小倉　哲芯（てっしん）
榕城小学校２年  宮里　朱奈（しゅな）
榕城小学校２年  山﨑　よしの
榕城小学校３年  宮園　十色（といろ）
伊関小学校４年  井村　紀助（きすけ）
榕城小学校５年  古田　友之心（とものしん）
現和小学校６年  折口　日和（ひな）
住吉小学校６年  若林　雄平（ゆうへい）

※敬称略

入選

種子島中学校２年  窪田　瑞希（みずき）
「  歯みがきで　自分の未来へ　投資する  」
種子島中学校３年  永濵　利美（りみ）
「  あたりまえ？　噛める喜び　続けよう  」
種子島中学校３年  寺田　和叶（わかな）
「  よく噛んで　年をとっても　丈夫な歯  」
種子島中学校３年  日髙　奈々子（ななこ）

「  「ありがとう」　口への感謝を　歯みがきに  」

《　標語　》 ※敬称略

特選
種子島高校１年  竹井　詩音（しおん）

「  歯磨きは  あなたにしあわせ  呼び寄せる  」
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試験区分試験区分 受　験　資　格受　験　資　格

一般行政職一般行政職 　　昭和 61 年 4 月 2 日以降昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）
以上の学歴を有する者または令和９年３月までに卒業見込みの者以上の学歴を有する者または令和９年３月までに卒業見込みの者

農業技術職農業技術職 　　昭和 56 年 4 月 2 日以降昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）
以上の学校で農業の学科を履修し卒業した者または令和９年３月までに卒業見込みの者以上の学校で農業の学科を履修し卒業した者または令和９年３月までに卒業見込みの者

土木技術職土木技術職

　　昭和 56 年 4 月 2 日以降昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、次のいずれかの要件を満たす者に生まれた者で、次のいずれかの要件を満たす者
①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で土木の学科を履修し卒業した者①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で土木の学科を履修し卒業した者
または令和９年３月までに卒業見込みの者または令和９年３月までに卒業見込みの者
②１級または２級土木施工管理技士の資格を有する者または令和９年３月までに取得見込みの者②１級または２級土木施工管理技士の資格を有する者または令和９年３月までに取得見込みの者

建築技術職建築技術職

　昭和 46 年 4 月 2 日以降　昭和 46 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、次のいずれかの要件を満たす者に生まれた者で、次のいずれかの要件を満たす者
①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で建築の学科を履修し卒業した者①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で建築の学科を履修し卒業した者
または令和９年３月までに卒業見込みの者または令和９年３月までに卒業見込みの者
②１級または２級建築士の資格を有する者または令和９年３月までに取得見込みの者②１級または２級建築士の資格を有する者または令和９年３月までに取得見込みの者

保健師保健師 　昭和 56 年 4 月 2 日以降　昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、保健師の資格を有する者または令和９年３月までにに生まれた者で、保健師の資格を有する者または令和９年３月までに
取得見込みの者取得見込みの者

「人・自然・文化－島の宝をいかすまち」　「人・自然・文化－島の宝をいかすまち」　
　 あなたの熱い想いで、共に創りませんか。　 あなたの熱い想いで、共に創りませんか。
　本市では、令和８年度職員採用試験を次のとおり実施します。本市では、令和８年度職員採用試験を次のとおり実施します。
　詳細については、市ホームページで試験案内を必ずご確認の上、　詳細については、市ホームページで試験案内を必ずご確認の上、
申込書等を市総務課まで郵送してください。申込書等を市総務課まで郵送してください。 西之表市　採用試験 ▲詳しくはＨＰを▲詳しくはＨＰを

ご確認くださいご確認ください

一般試験《一般行政職・農業技術職・土木技術職・建築技術職・保健師》一般試験《一般行政職・農業技術職・土木技術職・建築技術職・保健師》

令和８年度 西之表市職員採用試験令和８年度 西之表市職員採用試験

【【採用時期】令和８年 12 月１日から令和９年１月１日までの間、もしくは令和９年４月１日採用時期】令和８年 12 月１日から令和９年１月１日までの間、もしくは令和９年４月１日
※採用時期によって申込用紙が異なりますので、ご注意ください。※採用時期によって申込用紙が異なりますので、ご注意ください。

【試験日および内容】９月 27 日（日）/  職務能力試験、適性検査、面接試験（個別面接）【試験日および内容】９月 27 日（日）/  職務能力試験、適性検査、面接試験（個別面接）
【試験場所】　西之表市役所会議室【試験場所】　西之表市役所会議室
【申込受付期間】８月 17 日（月）～９月９日（水）　　※９月９日消印有効【申込受付期間】８月 17 日（月）～９月９日（水）　　※９月９日消印有効
【提出書類】【提出書類】受験申込書兼受験票、エントリーシート受験申込書兼受験票、エントリーシート※自筆記入、写真貼付（２か所）※自筆記入、写真貼付（２か所）

※申込方法・その他詳細については、市ホームページを必ずご確認ください。※申込方法・その他詳細については、市ホームページを必ずご確認ください。

■■申込・問合せ先　〒 891‐3193　西之表市西之表 7612 番地　西之表市役所総務課人事係申込・問合せ先　〒 891‐3193　西之表市西之表 7612 番地　西之表市役所総務課人事係
　　　　　　　　　☎ 0997‐22‐1111 内線 204　　　　　　　　　☎ 0997‐22‐1111 内線 204　    　    jinji@city.nishinoomote.lg.jpjinji@city.nishinoomote.lg.jp

鹿 児 島 医 療 技 術 専 門 学 校
 令和８年度種子島サテライト教室の

オープンキャンパスを開催

■申込・問合せ先
　鹿児島医療技術専門学校
　谷山キャンパス：TEL 099-260-4151
　種子島サテライトキャンパス：TEL 0997-28-3206

８月８日（土）  ドキドキ！夜の病院  密着体験
  夜の病棟をイメージし、見回りや夜の吸引など
  夜勤の看護をシュミレーション

　ご興味のある方は、ぜひご参加ください。
　日程の詳細や内容については、お問い合わせく
ださい。
　申し込みが必要になりますので、電話にてご連
絡ください。
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⑧《次ページへ続きます》

1　人件費（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口（年度末） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 令和６年度

人件費率
令和７年度 13,566 人 15,315,979 千円 2,005,756 千円 13.1% 12.9%

（注）この表は、歳出に占める人件費の割合を示したものです。人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

2　職員給与費（普通会計当初予算）

区　分 職員数（A） 給与費 １人当たりの
給与費（B/A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

令和８年度 175 人 698,020 千円 144,222 千円 295,604 千円 1,137,846 千円 6,502 千円
（注）職員手当には、児童手当及び退職手当は含まれません。なお、給与費は当初予算に計上された額です。

3　職員の平均給料及び平均年齢（令和８年 4 月 1 日現在）
一般行政職

平均給料額 平均年齢
326,400 円 41.6 歳

4　職員の初任給 （令和８年 4 月 1 日現在）

区　分
西之表市 鹿児島県 国

初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額 初任給 採用２年経過
日の給料額

一般行政職
大学卒 232,000 円 240,900 円 (262,640 円 )

234,500 円
(272,720 円 )

243,500 円
(259,840 円 )

232,000 円
(269,808 円 )

240,900 円
高校卒 200,300 円 211,600 円 (226,800 円 )

202,500 円
(239,568 円 )

213,900 円
(224,336 円 )

200,300 円
(236,992 円 )

211,600 円
（注 1）この表は、新たに採用された職員の初任給と採用後２年経過日の給料額を示したものです。
（注 2）本市に勤務する県及び国の職員には、特地勤務手当が給料の 12％支給されており、（　）の中の数字はこの額を含
　　　む給料月額です。

5　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額 （令和８年 4 月 1 日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 288,200 円 311,600 円 336,400 円
高校卒 256,900 円 287,200 円 310,500 円

（注）この表は、職員が採用されてから、10 年、15 年、20 年後の平均給料月額を示したものです。
6　一般行政職の級別職員数 （令和８年 4 月 1 日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な

職務内容
主事補
・主事 主事 主査 係長級 補佐級 課長級 課長級

職員数（人） 21 19 54 29 20 19 0 162
構成比（％） 13.0 11.7 33.3 17.9 12.3 11.7 0.0 100.0

（注）本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。なお、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
（注）構成比については、小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100％にならない場合があります。
7　職員手当　①期末勤勉手当 （令和７年度支給割合）

区　分 特定管理職 一般職員 特定管理職 一般職員
期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 国の制度との異同

6 月期 1.050 月分 1.250 月分 2.300 月分 1.250 月分 1.050 月分 2.300 月分
同 同12 月期 1.075 月分 1.275 月分 2.350 月分 1.275 月分 1.075 月分 2.350 月分

計 2.125 月分 2.525 月分 4.650 月分 2.525 月分 2.125 月分 4.650 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 同 同

西之表市人事行政の運営状況西之表市人事行政の運営状況
本市の人事行政について、市民の皆様に一層のご理解をいただくため、次のとおり状況をお知らせします。

■問合せ先　市役所総務課人事係　☎ 22‐1111 内線 204   

②時間外勤務手当
区　分 支給総額 職員１人当支給年額

令和７年度 65,955 千円 377 千円
令和６年度 60,751 千円 347 千円
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④扶養手当・住居手当・通勤手当 （令和８年 4 月 1 日現在）
区　分 支給月額 国の制度との異同

扶
養
手
当

配偶者 0 円

同
子 13,000 円
父母等 6,500 円
上記のうち 16 歳に達する年度初めから 22 歳に達する
年度末までの子 5,000 円加算

住
居
手
当

借家（家賃月額 16,000 円を超える場合に限る） 28,000 円を限度に
家賃額に応じて支給 同

通
勤
手
当

交通機関利用者 21,700 円を限度に
運賃相当額を支給 異（支給限度額150,000円）

交通用具使用者 片道 2km 以上の距離に対応して支給 3,000 円～ 37,700 円
異（離島という特殊事情
及び交通事情等を考慮し
て設定）

⑤特殊勤務手当 （令和７年度）
職員全体に占める手当支給職員の割合 19.30%

支給対象職員１人当たりの平均支給年額 31,152 円
手当の種類（手当数） 13

代表的な
手当名称 多くの職員に支給されている手当

税務課職員に支給される税務手当
福祉事務所職員に支給される福祉手当

保健師に支給される保健師手当

区分 西之表市 国の制度との異同
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤務 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
同 同勤務 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分

勤務 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他加算措置 定年前早期退職特例措置（2% ～ 20% 加算） 同

③退職手当 （令和８年 4 月 1 日現在）

8　特別職の報酬等 （令和８年 4 月 1 日現在）
区分 給料・報酬月額 期末手当
市長 781,000 円 令和７年度支給割合副市長 614,000 円

教育長 572,000 円 6 月期 1.650 月分 (1.675 月分 )
議長 354,000 円 12 月期 1.700 月分 (1.675 月分 )

副議長 272,000 円 計 3.350 月分 (3.350 月分 )
議員 256,000 円

（注）期末手当欄の（　）は、議員の期末手当の支給割合です。

《次ページへ続きます》

9　定員（部門別職員数） （各年 4 月 1 日現在）
職員数（人） 対前年増減数（人） 職員数（人） 対前年増減数（人）

令 ６ 令 ７ 令 ８ 令 ６ 令 ７ 令 ８ 令 ６ 令 ７ 令 ８ 令 ６ 令 ７ 令 ８

一般
管理

議会 4 4 4
特別
行政

教育 20 21 25 △ 1 1 4
総務 58 59 57 1 1 △ 2 警察
税務 12 12 12 1 消防
労働 小計 20 21 25 △ 1 1 4
農水 29 29 29

公営
企業
など

病院
商工 4 4 4 水道 8 8 8
土木 16 16 16 1 交通
小計 123 124 122 3 1 △ 2 下水道

福祉
民生 13 12 12 △ 1 △ 1 その他 25 25 23 2 △ 2
衛生 14 12 12 △ 1 △ 2 小計 33 33 31 2 0 △ 2
小計 27 24 24 △ 2 △ 3 0 その他　計 53 54 56 1 1 2

一般行政　計 150 148 146 1 △ 2 △ 2 総合　計 203 202 202 2 △ 1 0
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11　職員の勤務時間その他勤務条件 
　　　　　　　　　　　　　　（令和８年 4 月 1 日現在）

区　分 状　況
勤務時間 月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後５時 15 分
休憩時間 正午～午後１時

勤務を要しない日 国民の休日、土・日、12 月 29 日～ 1 月 3 日
年次休暇 1 年につき 20 日（有給休暇）

その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

13　職員の分限及び懲戒処分　　　（令和７年度）
区　分 状　況

分限処分 ２名
懲戒処分 0 件

16　職員の福祉及び利益の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和７年度）
区　分 状　況

定期健康診断 134 名中 123 名受診（受診率 91.8％）
人間ドック ２日ドック 7 名、１日ドック 59 名、節目ドック 4 名、脳ドック 2 名

15　職員の研修　　　　　　　　　（令和７年度）
区　分 人数

県市町村職員研修センター ( 階層別研修 ) 30 名
県市町村職員研修センター（特別研修） 2 名
その他独自研修 35 名

12　職員の休業　　  　　　　　　　　（令和７年度）
区　分 状　況

育児休業 1 名
病気休業 0 名

10　職員任免及び職員数に関する事項 （令和８年 4 月 1 日現在）

令和７年 4 月 1 日
現在職員数

令和７年度
中退職者等（注 1）

令和７年 4 月 2 日～
令和８年 4 月 1 日

採用者（注 2）
令和８年 4 月 1 日

現在職員数
202 名 12 名 12 名 202 名

（注 1 及び注 2）割愛職員（県）異動を含みます。

17　人事評価の状況
　人事評価制度については、改正地方公務員法により、平成 28 年４月からその実施が義務付けられ、能力・
実績に基づく人事管理を行うとともに、人事評価のプロセスを通じた人材育成を行っていくことが求めら
れています。本市では、これまでの取組も踏まえながら、令和４年度から再構築に向けコンサルタントを
交えた取組みを進めており、令和６年度の上半期には管理職員への研修、下半期には一般職員へ研修を行
いました。
　令和７年度は、令和６年度までの取組を踏まえ、実際に組織課題や目標の設定を行ったところです。令
和８年度以降については、組織課題や目標の設定を踏まえての評価（自己評価・管理監督者からの評価）
までのプロセスを実施し、その結果を処遇に反映させるべく、更に発展させていくこととしています。

14　職員の服務（年次有給休暇）　　（令和７年）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消費率
5,743 日 2,211 日 153 名 14.5 日 38.5%

18 公平委員会の業務の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和７年度）
（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（第 5 条第 1 号関係） 措置要求件数　0 件
（2）不利益処分に関する審査請求の状況（第 5 条第 2 号関係） 不服申立て件数　0 件

地域おこし協力隊（市民生活課所属）地域おこし協力隊（市民生活課所属）
犬猫愛護推進担当　犬猫愛護推進担当　辻辻

つ じ たつ じ た
田田　　真真

ま おま お
央央

　だいすきな海の近くで暮らし、人と動物が共存でき　だいすきな海の近くで暮らし、人と動物が共存でき
る環境をつくりたいーそんな漠然と抱いていた夢が同る環境をつくりたいーそんな漠然と抱いていた夢が同
時に叶う機会をいただき、心から感謝しております。時に叶う機会をいただき、心から感謝しております。
　これまで温めてきた知識や経験、アイディアを活か　これまで温めてきた知識や経験、アイディアを活か
した、人と動物がもっと心地よく暮らせる島づくりをした、人と動物がもっと心地よく暮らせる島づくりを
目指します。夢を叶えてくれたこの島へ恩返しができ目指します。夢を叶えてくれたこの島へ恩返しができ
るよう、精一杯励んで参ります。るよう、精一杯励んで参ります。
　愛犬　愛犬‶‶フィン″共々、よろしくお願いします。フィン″共々、よろしくお願いします。

地域おこし協力隊着任（令和８年７月１日）のご紹介

■問合せ先　市役所市民生活課環境安全係　☎ 22-1111 内線 303・304■問合せ先　市役所市民生活課環境安全係　☎ 22-1111 内線 303・304
愛犬愛犬‶‶フィンフィン″″
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【回答方法】
　お手持ちのスマートフォン等で、右下の QR コードを読み取り、回答フォームへお進みください。
　PC から回答する場合は、以下の熊毛地区消防組合のホームページから回答をお願いします。

【調査内容および回答に関するご案内】
　・火災警報器が設置されているか
　・設置されている場合は、その時期
　・ご高齢のご家族が同居されている場合は、代理でのご回答も可能です。
　・インターネット環境がない場合や操作が難しい場合は、電話での聞き取りによる
　　回答にも対応していますので、予防係までご連絡ください。

【お願い・注意事項】
　・回答期限：令和８年９月 30 日（水）まで
　・個人情報の保護：お預かりした情報は、消防組合の厳重な管理のもと、設置状況の把握・統計のみに
　　使用し、それ以外の目的には一切使用いたしません 。
　・設置の重要性：火災警報器の設置は、火災の早期発見に繋がり、命を守るために非常に重要です。こ
　　の機会に、ぜひご自宅の警報器の点検も併せてお願いします 。

～大切な家族と住まいを火災から守るために～
　日頃より、地域の消防行政へのご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 現在、熊毛地区消防組合
では、皆様の安全を確保するため「住宅用火災警報器（住警器）」の設置状況調査を行っています 。
　今回の調査は【西之表市のすべての世帯の皆様】にご回答をお願いしています。 
　これまでは職員が直接訪問していましたが、より多くの皆様が「いつでも・簡単に」お答えいただけるよう、
本年度よりスマートフォンやパソコンから回答できるオンライン方式を導入しました 。 
　「うちはまだ取り付けていない」「ついているか分からない」という場合でも、その状態をそのままご回
答いただくことが貴重なデータとなります。「未設置」や「不明」の選択肢もありますので、必ず全員のご
回答をお願いします。ご多忙の折とは存じますが、数分で終わる簡単なアンケートですので、ぜひ皆様の
ご協力をお願いします。

⑪

お 知 ら せ 　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報をお届けします。

◆ オンライン講習について
　受講から修了証の取得まで、すべてオンラインで行うことができます。
　【開催時期】奇数月（９月・11 月・１月・３月）
　【９月開催分の申込期間】８月７日（金）～８月 11 日（火）
　【申込方法】当組合ホームページの申込フォームから直接お申し込みください。
　【修了証】オンライン修了後、受講者専用ページから取得できます。
　※オンライン化に伴い、受講料が変更されています。

令 和 ８ 年 度  防 火 管 理 講 習 （ オ ン ラ イ ン ） の ご 案 内
　熊毛地区消防組合では、令和８年度よりオンラインによる防火管理講習を開始しました。オンライン化
に伴い、受講料が従来から変更（値上げ）されています。講習内容や受講手順の詳細は、当組合ホームペー
ジに掲載しています。

■問合せ先　熊毛地区消防組合　予防課　☎ 23-0119　HP：http://kumage-119.jp/

▲ HP は▲ HP は
こちらからこちらから

■問合せ先　熊毛地区消防組合　西之表消防署 予防係　☎ 22-0119　HP：http://kumage-119.jp/

【 全 世 帯 対 象 】 住 宅 用 火 災 警 報 器 の 「 全 員 調 査 」 ご 協 力 の お 願 い

▲ QR コード▲ QR コード
はこちらからはこちらから
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全
員
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

文   

責
：
社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
あ
か
つ
き
園　
施
設
長　
四
元
か
お
り

住   

所
：
熊
毛
郡
中
種
子
町
野
間
６
５
８
４
番
地
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
２
７

－

０
３
７
７

「
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
と
そ
の
家
族
の
力
に
」

■問合せ先■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111 内線 312　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111 内線 312

※費用は※費用は無料無料です。「保険証（資格確認書かマイナ保険証）」「受診券（A4・です。「保険証（資格確認書かマイナ保険証）」「受診券（A4・
　うぐいす色）」「特定健診質問票」をご持参ください。　うぐいす色）」「特定健診質問票」をご持参ください。
※「受診券」は再発行可能です。健康保険課 国保年金係までご連絡ください。※「受診券」は再発行可能です。健康保険課 国保年金係までご連絡ください。
※時間に余裕を持って受付をお願いします。※時間に余裕を持って受付をお願いします。
※当日は血液・尿検査があります。 水以外の飲食はせず受診をお願いします。※当日は血液・尿検査があります。 水以外の飲食はせず受診をお願いします。

百合砂診療所
☎ 28‐3901

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
8:00 ～ 11:00 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

国   民   健   康   保   険国   民   健   康   保   険
後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度 に加入中のみなさまへに加入中のみなさまへ

特定健診・長寿健診は、特定健診・長寿健診は、
以下の医療機関で受診可能です！以下の医療機関で受診可能です！

●受診可能期間●受診可能期間
令和９年１月 29 日まで令和９年１月 29 日まで

種子島医療センター
☎ 0570‐090960

（ガイダンス１）

要予約
（3 日前まで）

月 火 水 木 金 土 日 祝

〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

●たね Pay ポイント付与情報（国保対象）●たね Pay ポイント付与情報（国保対象）
　令和８年４月、５月に特定健診（集団健診、人間ドック）を受診された方へのたね Pay ポイント　令和８年４月、５月に特定健診（集団健診、人間ドック）を受診された方へのたね Pay ポイント
付与については、令和８年７月下旬を予定しています。付与については、令和８年７月下旬を予定しています。
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【材料】（４人分）
・とうもろこし…１本
・じゃが芋…中３コ
・人参…中２本
・大葉…20 枚
・豚肉（薄切り）…20 枚

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
　① とうもろこしはゆでて実を包丁でそぎとっておく。
　② じゃが芋、人参は長さをそろえて７ミリ角位の棒状
　　に切り、ゆでる。
　③ 豚肉を広げ手前に大葉を敷き、とうもろこし、じゃが芋、人参を並べて引き寄せるようにしなが
　　らきつめに巻いていく。
　④ 油を入れ熱したフライパンに③の巻き終わりを下にして並べ、ときどき転がしながら全体に焼き
　　色が付くまで３～４分焼く。
　⑤ ④にⒶをふりかけ、ころがしながらからめる。
　⑥ 器にレタスを敷き、食べやすい大きさに切った⑤を盛る。
　★味付けは、塩・こしょう、ケチャップなどお好みのソースをかけても良い

「とうもろこしと野菜の豚肉巻き」「とうもろこしと野菜の豚肉巻き」
第 231 弾第 231 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

・油…適量
・レタス…適量
　  しょうゆ…大さじ２
　  さとう…大さじ１Ⓐ［

市
長
独
言

№ 112
…
種
子
島
弁
の
会
話
は
ず
む

　
市
議
会
定
例
会
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
７
月
上
旬
、
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
第
24
回
東
海
西

之
表
会
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
東
海
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
出
郷
者
の
会
で
す
が
、
西
之
表

出
身
で
今
年
５
月
、
関
東
鹿
児
島
県
人
会
連
合
会
の
会
長
に
就
任
し
た
竹
之
内
康
一
さ
ん
ら
関

東
、
関
西
か
ら
も
出
席
が
あ
り
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
名
古
屋
場
所
へ
の
出
場
を
直
前
に

し
た
現
和
出
身
の
大
相
撲
力
士
、
島
津
海
も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
故
郷
を
離
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
種
子
島
や
島
で
生
活
し
て
い
る
親
類
、
知
人
に
対
し
て
熱

い
思
い
を
持
ち
続
け
、
物
心
両
面
で
の
支
援
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
も
ろ
も
ろ
に
対
し
て
御
礼
の

挨
拶
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
私
は
、
市
営
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
改
修
が
進
ん
で
管
理
棟
が
完
成
し
、
こ
れ
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
工
事
に
入
る
こ
と
、
ま
た
、

鹿
児
島
医
療
技
術
専
門
学
校
種
子
島
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

が
開
校
し
た
こ
と
も
報
告
し
ま
し
た
。

　

島
か
ら
は
ほ
か
に
、
市
議
会
の
河
本
幸
男
副
議
長
、

地
域
支
援
課
、
経
済
観
光
課
の
職
員
も
出
席
し
、
島
の

近
況
報
告
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
P
R
、
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
る
榕
城
小
学
校
の
募
金
活
動
の
紹
介
な
ど
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
「
種
子
島
ふ
る
さ
と
交
流
大
会
」
は
、
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
の
開

か
れ
る
８
月
23
日
に
併
せ
て
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　
総
会
・
懇
親
会
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
校
区
を
中
心
と
す
る
地
域
、
同
級
生
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
が
で
き
、
種
子
島
弁
一
色
で
会
話
が
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

　
終
盤
近
く
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
舞
台
に
勢
揃
い
し
て
恒
例
の
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
。「
星
降
る
街
角
」

「
恋
を
す
る
な
ら
」「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
の
３
曲
を
連
続
し
て
踊
る
と
盛
り
上
が
り
は
最
高

潮
に
。
最
後
は
出
席
者
全
員
で
「
種
子
島
カ
モ
ネ
音
頭
」
を
踊
っ
て
、
熱
気
の
中
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。
島
を
大
切
に
思
う
方
々
と
の
交
流
は
、
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

▲閉会前、役員の皆さんのダンス
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住み続けたい地域づくりを目指した活動を紹介します。

Vol.4

■問合せ先　市役所地域支援課協働推進係　　☎ 22‐1111 内線 214

　令和 7 年 4 月に移住・定住担当の協力隊として着任し、　令和 7 年 4 月に移住・定住担当の協力隊として着任し、
2 年目となります。2 年目となります。
　移住者として島で暮らす中で、「移住は楽しいことばか　移住者として島で暮らす中で、「移住は楽しいことばか
りではなく、悩みや不安もある」「地域の方ともっと気軽りではなく、悩みや不安もある」「地域の方ともっと気軽
につながれる機会がほしい」と感じるようになりました。につながれる機会がほしい」と感じるようになりました。

◆男女共同参画社会の実現に向けて◆
　本市では、性別や年齢に関わりなく、一人ひとりの人権と多
様性が尊重され、誰もがその個性や能力を発揮して自分らしく
生き生きと安心して暮らしていける社会の実現に向けた取組を
一層推進するため、令和８年３月に「西之表市男女共同参画・
ジェンダー平等推進プラン」（令和８年度～令和 11 年度）を
策定しました。
 　また、男女共同参画社会基本法の目的及び基本理念に対す
る国民の理解を深めることを目的に、国は毎年６月 23 日から
６月 29 日まで、鹿児島県は７月 25 日から７月 31 日までの
一週間を「男女共同参画週間」としており、各種行事を実施し
ています。
　本市においても、この週間に併せてより多くの市民の皆様と
男女共同参画・ジェンダー平等について共に考える機会を設け
るため、６月 23 日～７月 10 日の期間、西之表市立図書館に
おいてワークライフバランスや多様性などに関する書籍等を集
めたコーナーを設置しました。
　市役所１階おきがる～む前では、７月 31 日（金）まで男女
共同参画に関する啓発ポスターの展示を行っています。ぜひこ
の機会にご覧ください。
■問合せ先　市役所地域支援課協働推進係　　☎ 22‐1111 内線 214

▲市役所での啓発ポスター展示 (R7 年度 )▲市役所での啓発ポスター展示 (R7 年度 )
　の様子　の様子

▲図書館での展示の様子▲図書館での展示の様子

Vol.4

◆移住者ミーティングとは◆◆移住者ミーティングとは◆
　　移住者ミーティングは、地元住民と移住者ミーティングは、地元住民と
移住者が気軽につながる交流の場です。移住者が気軽につながる交流の場です。
　令和 5 年度からスタートし、現在は　令和 5 年度からスタートし、現在は
次回 8 月 1 日（土）の開催に向けて準次回 8 月 1 日（土）の開催に向けて準
備を進めています。備を進めています。

　そこで、前任の地域おこし協力隊が取り組んでいた交　そこで、前任の地域おこし協力隊が取り組んでいた交
流会を引き継ぎ、令和 7 年度にはワークショップと交流流会を引き継ぎ、令和 7 年度にはワークショップと交流
会を組み合わせた「移住者ミーティング」（◆）を４回開会を組み合わせた「移住者ミーティング」（◆）を４回開
催しました。催しました。
　交流会のテーマは毎回異なりますが、地域の協力者と　交流会のテーマは毎回異なりますが、地域の協力者と
連携し、「一緒に何かを作ること」「旬のものを楽しむこと」連携し、「一緒に何かを作ること」「旬のものを楽しむこと」

「島での暮らしについて語り合うこと」を共通のコンセプ「島での暮らしについて語り合うこと」を共通のコンセプ
トとしています。トとしています。
　交流会では、ただ参加して終わるのではなく、「何か一つでも持ち帰ってもらえること」を意識　交流会では、ただ参加して終わるのではなく、「何か一つでも持ち帰ってもらえること」を意識
して企画しています。新しい出会い、暮らしのヒント、地域の情報など、それぞれにとって実りして企画しています。新しい出会い、暮らしのヒント、地域の情報など、それぞれにとって実り
のある時間になれば嬉しく思います。のある時間になれば嬉しく思います。
　また、交流会でいただいたご意見や移住に関するアンケート結果も活用しながら、西之表市で　また、交流会でいただいたご意見や移住に関するアンケート結果も活用しながら、西之表市で
暮らす皆さんの QOL（生活の質）の向上につながるよう、引き続き取り組んでいきたいと思います。暮らす皆さんの QOL（生活の質）の向上につながるよう、引き続き取り組んでいきたいと思います。

地域おこし協力隊　移住・定住担当　グェンホアンゴックアン地域おこし協力隊　移住・定住担当　グェンホアンゴックアン
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№ 282

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　
５
月
23
日
（
土
）
に
第
１
回
目
の
「
力
を
あ
わ
せ
て
楽
し

く
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
内
の
小
学

３・４
年
生
の
児
童
４
名
が
参
加
し
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド

や
進
化
ゲ
ー
ム
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
６
月
６
日
（
土
）
に
第
２
回
目
の
「
は

じ
め
て
の
手
び
ね
り
陶
芸
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
内
の
小

ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
、
始
動
！

生
涯
学
習
市
民
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　
６
月
19
日
（
金
）
西
之
表
市
民
会
館
に
お
い
て
、
生
涯

学
習
市
民
講
座
開
講
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度

は
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
講
座
が
９
つ
、
新
規
講
座
が
２

つ
の
全
11
講
座
、
延
べ
１
２
４
名
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
学
ぶ
楽
し
さ
を
肌
で
感
じ
、
一
つ
の
「
生
き
が

い
づ
く
り
」
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

学
習
の
成
果
は
、
２
月
の
市
民
フ
ェ
ア
で
作
品
展
示
や
舞

台
発
表
と
い
う
形
で
ご
披
露
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
多
く

の
皆
さ
ま
に
生
涯
学
習
の
楽
し
さ
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

■問合せ先■問合せ先
　種子島高校　☎２２‐１２７０　種子島高校　☎２２‐１２７０ ▲▲ HPHP種子高ウインド種子高ウインド

シリーズシリーズ No.6No.6

第 50 回全国高等学校総合文化祭「あきた総文 2026」吹奏楽部門出場
　この市報がお手元に届く頃は、７月 31 日に秋田の地で開催される第
50 回全国高等学校総合文化祭「あきた総文 2026」吹奏楽部門での演
奏も終わっている頃です。北は北海道、南は沖縄まで全国から集まった
43 団体が日頃の練習の成果を発揮します。種子島高校吹奏楽部は、今
大会のため編成された熊毛・大島地区の６校（本校の他、屋久島・大島・
奄美・徳之島・与論）合同吹奏楽団の一員として、２・３年生 7 人が参
加します。楽団名は「Ocean Bridge Wind Ensemble（結の音）」。普
段は、それぞれの島で暮らしている仲間が「人と人、島と島を吹奏楽の
架け橋で繋がろう」というコンセプトの下に集い、伸びやかな離島サウ
ンドを全国の舞台で披露します。曲は「４つの奄美島唄によるリトルネッ
ロ（作曲：高 昌帥）」「Armas de Fogo ～鉄砲伝来記～（作曲：増森 
健一郎）」の２曲。現在期末考査期間中ですが、考査が終わればコンクー
ル、そして秋田へ向けがむしゃらな日々が続きます。
　この大会出場にあたり、吹奏楽部定期演奏会、本校文化祭、種子島地
区合唱祭等において、個人及び企業様から吹奏楽部へ多くのご寄付、ご
厚情を賜りました。また、吹奏楽部保護者会による物品販売、バザーな
どでも多くの方からご支援、ご協力をいただきました。衷心より深くお
礼申し上げます。これからも皆様に愛される活動ができるよう精進いた
します。変わらぬご指導をよろしくお願いいたします。

＜生徒からお礼の言葉＞＜生徒からお礼の言葉＞
　沢山のご支援、ご協力ありがとうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。日頃からたくさんの応援をいただき、　沢山のご支援、ご協力ありがとうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。日頃からたくさんの応援をいただき、
また演奏を聴いてくださった方からも多くの励ましの言葉を頂戴して、一つ一つの本番を全力で取り組むことができままた演奏を聴いてくださった方からも多くの励ましの言葉を頂戴して、一つ一つの本番を全力で取り組むことができま
した。種子島で育ったことを誇りに、皆様への感謝の気持ちを胸に、秋田では精一杯そして楽しく演奏してまいります。した。種子島で育ったことを誇りに、皆様への感謝の気持ちを胸に、秋田では精一杯そして楽しく演奏してまいります。

吹奏楽部部長　普通科３年大脇 賢生さん吹奏楽部部長　普通科３年大脇 賢生さん

▲開講式の様子▲開講式の様子

▲第１回まなび～隊▲第１回まなび～隊

▲第２回まなび～隊▲第２回まなび～隊

学
３
～
６
年
生
の
児
童
23
名

と
保
護
者
８
名
が
参
加
し
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命

作
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
た
く
さ
ん
の
楽
し
い

活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

電
子
レ
ン
ジ
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

●
冷
凍
食
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
た
調
理
方
法
を
守
ら
ず
、
加
熱
中

に
発
煙
・
発
火
し
た
と
考
え
ら
れ
る
相
談
事
例
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

冷
凍
食
品
に
も
様
々
な
種
類
が
あ
り
、電
子
レ
ン
ジ
使
用
の
可
否
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
ま
ま
加
熱
が
可
能
か
ど
う
か
な
ど
を
ま
ず
確
認
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記

載
さ
れ
た
加
熱
出
力
及
び
加
熱
時
間
を
必
ず
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
て
は
い
け
な
い
食
材
と
し
て
卵
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
卵
は
生
卵
だ
け
で
な
く
、
ゆ
で
卵
で
あ
っ
て
も
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す

る
と
破
裂
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
電
子
レ
ン
ジ
を
安
全
に
使
用
す
る
た

め
、
加
熱
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
食
材
や
注
意
が
必
要
な
食
材
の
ほ
か
、
使
用

で
き
る
容
器
に
つ
い
て
も
、
取
扱
説
明
書
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
分
が
少
な
い
食
品
や
少
量
の
食
品
の
場
合
、
思
っ
て
い
る
よ
り
も
短
時

間
で
加
熱
が
進
み
、
発
煙
・
発
火
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
庫

内
の
食
品
カ
ス
や
汚
れ
も
発
煙
・
発
火
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
庫
内
は
こ
ま

め
に
掃
除
し
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
万
一
、
庫
内
で
発
煙
・
発
火
し
た
と
き
は
、
動
作
を
停
止
さ
せ
て
電
源
プ

ラ
グ
を
抜
き
、
扉
を
開
け
ず
に
煙
や
火
が
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
鎮

火
し
な
い
場
合
や
、
扉
が
開
い
て
し
ま
っ
た
場
合
は
水
な
ど
で
消
火
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【参考】見守り新鮮情報   第 543 号 (2026 年６月 18 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　　　イラスト：黒崎 玄

〈
事
例
１
〉
冷
凍
食
品
の
ピ
ラ
フ
を
電
子
レ
ン
ジ

で
温
め
て
い
た
ら
袋
の
端
が
燃
え
出
し
た
。
す
ぐ

に
消
し
た
の
で
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
情
報

提
供
す
る
。（
60
歳
代
）

〈
事
例
２
〉
配
偶
者
亡
き
後
、
自
炊
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
電
子
レ
ン
ジ
で
ゆ
で
卵
を
加
熱
す
る
と

破
裂
し
た
。
ゆ
で
卵
を
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。（
80
歳
代
）

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

■
問
合
せ
先
　

■
問
合
せ
先
　

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

【年金の繰上げ・繰下げ請求について】

　老齢基礎・厚生年金は、原則として
65歳から受け取ることができますが、
希望すれば 60 歳から 65 歳になるま
での間に繰り上げて受け取ることが
できます。ただし、繰上げ受給の請求
をした時点に応じて年金が減額され、
その減額率は一生変わりません。
　なお、原則として老齢基礎年金と老
齢厚生年金は同時に繰上げ請求をす
る必要があります。

   繰上げ請求   繰上げ請求

　老齢基礎（厚生）年金は、65 歳で受け取らずに 66 歳以降 75 歳まで（※ 2）の間で繰り下げて
増額した年金を受け取ることができます。繰り下げた期間によって年金額が増額され、その増額率は
一生変わりません。なお、老齢基礎年金と老齢厚生年金は別々に繰り下げすることができます。
　また、特別支給の老齢厚生年金は「繰下げ制度」はありません。特別支給の老齢厚生年金の受給開
始年齢に達したときは速やかに請求してください。
　（※ 2）昭和 27 年 4 月 1 日以前生まれの方（または平成 29 年 3 月 31 日以前に老齢基礎（厚生）
年金を受け取る権利が発生している方）は、繰下げの上限年齢が 70 歳（権利が発生してから 5 年後）
までとなります。

   繰下げ請求   繰下げ請求

老齢厚生年金
老齢基礎年金

65 歳

繰上げによる減額
繰上げ受給の老齢厚生年金
繰上げ受給の老齢基礎年金

繰上げによる減額

繰上げ請求 繰上げ受給をすると…

【減額率】
繰上げた月数× 0.4％ ( ※ 1)

( 最大 24％ )

（※ 1）昭和 37 年 4 月 1 日
以前生まれの方の減額率は、
0.5％（最大 30％）となります。

【増額率】
繰下げた月数× 0.7％

( 最大 84％ )

繰下げ請求

繰下げによる増額
老齢厚生年金
老齢基礎年金

繰下げによる増額

65 歳

繰  下  げ  待  機  期  間

どちらか一方のみ繰下げする
ことも可能です。
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地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　成年後見制度は認知症や知的・精神障がいなどにより、ひとりで決めることが不安な方の権利や
財産を守るために法的に保護し、ご本人の意思を尊重した支援（意思決定支援）を行い共に考える
制度です。
　いつまでも住み慣れた地域で「自分らしく、安心した生活」を続けるためにも、今後どのうよう
に生活してきたいかを考えてみてはいかがでしょうか。お悩みの方はお気軽に、地域包括支援セン
ターまでご相談ください。

　『成年後見制度』について

≪成年後見制度を使ったケース≫

宇宙科学技術館　☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより ★★★★
★★

★★
★★ ★★ ★★

★★
★★

★★ ★★
★★

　
ロ
ケ
ッ
ト
性
能
確
認
用
ペ
イ
ロ
ー

ド
（
Ｖ
Ｅ
Ｐ-

５
）
と
６
基
の
小
型

副
衛
星
を
搭
載
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

６
号
機
（
３
０
形
態
試
験
機
）
は
、

２
０
２
６
年
６
月
12
日
（
金
）
９
時

53
分
59
秒
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
す
べ
て

の
小
型
副
衛
星
を
計
画
通
り
分
離
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
打
上
げ
は
成

功
し
ま
し
た
。

　

今
回
打
ち
上
げ
ら
れ
た
６
号
機

は
、
日
本
の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て

は
初
め
て
、
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
を

３
基
に
す
る
こ
と
に
よ
り
固
体
ロ

ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
を
搭
載
し
な
い

「
３
０
（
サ
ン
ゼ
ロ
）
形
態
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の

打
上
げ
失
敗
を
受
け
延
期
と
な
っ
て

い
た
９
号
機
の
打
上
げ
が
次
の
と
お

り
再
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　
８
月
７
日
（
金
）

　
４
時
30
分
～
６
時
00
分

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
打
上
げ
成
功

＆
９
号
機
打
上
げ
予
定
日
再
設
定

成年後見制度を利用すると…

　成年後見人等が代わりに手続きを行ってく
れた。一緒に考えてサポートしてくれるので
安心している。

　成年後見人等が相談にのってくれた。そし
て私のできること、苦手なことを一緒に整理
して、サポートを受けながら、今までどおり
自分の家で生活を続けることとなった。

　最近、キャッシュカードの暗証
番号を忘れて手続きができなく
なった。

　家にあったことを忘れて同じも
のを買ってしまうことが増えた。
施設に入所したほうがよいのか自
分では判断できない。

・ケース１

・ケース２

（
記
事
の
内
容
は
６
月
30
日
現
在
）

宇
宙
ヶ
丘
局
施
設
見
学
会

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

６
月
28
日(

日)

、
宇
宙
ヶ
丘
局

施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
宇
宙
ヶ
丘
局
は
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
／
Ｂ
ロ

ケ
ッ
ト
の
追
尾
を
担
い
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ

ロ
ケ
ッ
ト
最
終
号
機
の
打
上
げ
を

も
っ
て
運
用
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
見
学
会
当
日
は
多
く
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
局
内
の
設
備
に
も
実

際
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
打
上
げ
予
備
期
間

　
８
月
８
日
（
土
）

　
～
８
月
31
日
（
月
）

　
９
号
機
に
は
、
準
天

頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
「
み

ち
び
き
７
号
機
」
を

搭
載
し
ま
す
。（
日
時

は
全
て
日
本
標
準
時
、

24
時
間
標
記
）

みちびき 7 号機
×

H3 ロケット 9 号機
特設サイト
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戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
５
月
受
付
分
）

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 
う
ぶ
ご
え（
～
７
月
10
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
保
護
者
名
）

（
住
所
）

一
葉
　
咲え
ま茉
女
佑
哉
・
ま
り
あ
塰
泊

南
　
心こ

は
る晴

女
裕
也
・
藍

松
畠

上
野
　
芽め
い依

女
瞬
・
か
お
り

上
石
寺

小
倉
　
慧け
い
と士

男
慶
太
郎
・
美
由
西
町

日
髙
　
悠ゆ
う
せ
い惺

男
遥
介
・
智
佐
美
朝
日
が
丘   

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
～
７
月
10
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

落
合
　
ヤ
ヱ
子

92

奥

谷
森
　
正
章

83

天
神
町

岩
重
　
ヨ
リ
子

86

浦
田

牧
内
　
一

88

浅
川

松
本
　
サ
ヱ
ノ

90

池
之
久
保

山
下
　
真
知
子

60

平
山

木
原
　
ミ
ワ

91

武
部

岩
屋
　
孝
一

72

村
之
町

榎
本
　
修

97

池
野

榎
元
　
德
夫

86

安
城
下
之
町

脇
田
　
孝
徳

65

田
之
脇

宮
﨑
　
キ
ヨ
子

82

東
町

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

榎
本
　
徹

池
野

榎
本
　
マ
サ
子

𠮷
内
　
彰

池
之
久
保
𠮷
内
　
美
知
子

吉
元
　
森
彦

塰
泊

吉
元
　
ツ
ヨ

橋
口
　
美
幸

榕
城
中
目
橋
口
　
𠮷
一

牧
瀨
　
紀
定

川
迎

牧
瀨
　
光
子

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　　
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て
1010
万
円
万
円
のの

結
婚
祝
金

結
婚
祝
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い

ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
本
ペ
ー
ジ
の
住
所
欄
に
つ
い
て
は
、
届
出

の
あ
っ
た
住
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲市ホームページ
はこちら

市長の主な動静（令和８年６月）
　市ホームページもご覧ください。

６月 活　動　内　容
３日（水）種子島空港ターミナルビル㈱取締役会

４日（木）
種子島家畜衛生処理組合総会
西之表市担い手協議会総会・農業再
生協議会通常総会

10 日（水）第 96 回全国市長会議通常総会

12 日（金）
令和８年第２回市議会定例会本会議

（～ 6/26 まで）
種子島特産品協会定期総会

13 日（土）第 21 回種子島高等学校体育祭
17 日（水）第 67 回県民スポーツ大会熊毛地区

大会西之表市役員選手団結団式

西之表市　市長の動静
※市政の窓掲載記事以外の主な市長の
　動静を掲載しています。

18 日（木）熊毛地区漁業調整委員会

20 日（土）第 21 回種子島高等学校文化祭
校区民と市長の語る会（古田）

21 日（日）第 67 回県民スポーツ大会熊毛地区大会視察
校区民と市長の語る会（上西）

24 日（水）西之表市農業振興公社定時社員総会
25 日（木）種子屋久農業協同組合通常総会
27 日（土）校区民と市長の語る会（伊関）
29 日（月）校区民と市長の語る会（下西）
30 日（火）西之表市まちづくり公社総会

（
氏
名
）　
　
　
　
　（
住
所
）

上
之
原
　
太
誠
　
　
榕
城
中
目

　
　
＆

濵
﨑
　
美
羽
　
　
　
天
神
町

眞
田
　
周
造
　
　
　
古
田
上
之
町

　
　
＆

山
内
　
恵
利
加
　
　
古
田
上
之
町

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
～
７
月
10
日
受
付
分
）

池
浦
　
孫
次
郎

80

榕
城
中
目

古
田
　
五
男

88

桜
が
丘

濱
上
　
逸
男

83

湊
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文

 

芸
 

に
し
の
お
も
て

ま
だ
ま
だ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
続
け
た
く
八
十
歳
に
向
き
ス
ニ
ー
カ
ー
買
う

獣
医
師
の
父
の
遺
せ
し
天て
ん
び
ん秤

が
薬
に
あ
ら
ず
種
物
商
う

身
に
纏ま
と

う
棘
で
禍
わ
ざ
わ
いは
ね
除
け
て
幸
さ
き
わ
い
呼
ぶ
と
う
花
き
り
ん
咲
く

玄
関
に
生
け
し
緋
寒
の
桜
花
春
の
息
吹
に
満
ち
満
ち
て
お
り

台
風
が
生
ま
れ
た
と
聞
く
そ
の
度
に
「
我
が
種し

ま
子
島
行
く
な
」
我
は
祈
祷
師

久
々
の
同
窓
会
に
つ
ど
い
た
る
健
や
か
な
る
や
八
十
路
過
ぎ
て
も

真
白
に
な
り
つ
る
妻
の
髪
の
毛
を
指
に
撫
で
つ
つ
掬
い
て
眺
む

梅う
め
き
り
さ
め

霧
雨
の
静し
じ
ま寂

の
中
の
入
浴
は
心
洗
わ
れ
幸
せ
気
分

歳
重
ね
見
る
も
聞
く
の
も
遠
く
な
り
い
よ
い
よ
近
し
否
ま
だ
元
気

五
月
の
空
ち
ら
り
ほ
ら
り
と
入
道
雲
夏
の
始
ま
り
猛
暑
の
予
感

我
が
田
浦
春
を
群
れ
咲
く
蓮
華
草
緑
肥
と
な
り
て
瑞
穂
育
む

手
袋
に
日
除
け
虫
除
け
し
て
下
り
ぬ
市
民
総
出
の
海
岸
清
掃

暖
流
の
気
配
能
野
の
浜
に
夏

雫
落
つ
色
味
を
増
し
た
ア
ジ
サ
イ
華

カ
ラ
フ
ル
な
傘
揃
え
よ
か
梅
雨
前
に

梅
雨
曇
り
進
退
決
ま
り
光
明
が

桜
が
丘
・
岩
坪
　
純
子

天
神
町
・
川
﨑
　
正
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑
　
和
子

桜
が
丘
・
下
玉
利
　
英
世

福
岡
市
西
区
・
髙
重
　
加
代

南
種
子
町
上
中
・
立
石
　
洋
子

小
牧
・
田
上
　
容
正

宮
崎
市
・
長
友
　
幸
憲

柳
原
・
中
野
　
多
輝
子

東
町
・
日
髙
　
房
子

納
曽
・
山
﨑
　
雅
惠

中
野
・
𠮷
原
　
三
保
子

中
野
・
和
田
　
肇

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
き
く
お

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
し
ほ
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ち
ひ
ろ

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出 火 件 数　　１件
う ち 建 物　　０件

［救　急］
出 動 件 数　　63 件
う ち 急 病　　33 件

６月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発 生 件 数　　１件
死 者　　０人
負 傷 者　　１人

７月 10 日現在
（R ８年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,412 3,642 7,054 3,948
上西 210 235 445 260
下西 1,144 976 2,120 1,278
国上 438 439 877 534
伊関 162 180 342 208
安納 164 167 331 192
現和 496 500 996 616
安城 119 113 232 140
立山 43 37 80 53
中割 31 25 56 41
古田 150 180 330 189
住吉 381 405 786 477

［校区別］

［人口］
全体 13,649 人（－ 8）
男性 6,750 人（－ 3）
女性 6,899 人（－ 5）

［世帯数］
世帯 7,936（－ 2）

（　）内の数字は前月比

６月末現在
人人口・世帯口・世帯

８月 当番スタンド
２日 ㈱グローバルシンク

（旧和人組）（上石寺）
９日 ㈱有馬石油店（西町）

23 日 ㈱三栄石油商会（天神町）
30 日 種子島石油㈱（鴨女町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

青果状況【６月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 247 250 1,946 300
葉茎菜
　　類 459 46 2,237 417
果菜類 1,258 397 1,124 342
その他 3,031 715 1,743 405
小 計 4,995 1,408 7,050 1,464

果
物
類

か ん 　
き つ 類 0 0 437 125
果瓜類 408 65 161 38
その他 238 149 261 104
小 計 646 214 859 267

鳥 卵・　　
加 工 品 等 3 2 350 160

花　類 16,818
本 329 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
14 トン

6 トン
（43％）

8 トン
（57％）

取引額
384 万円

195 万円
（51％）

189 万円
（49％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。

《８月の休み》
２日・５日・９日・11 日・14 日・15 日・
16 日・19 日・23 日・26 日・30 日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

８月 16 日（日）はお盆の
ため、当番店はありません。
営業は各販売店自由営業と
なります。

広告広告
⑲ 市政の窓2026. ８月号
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

鹿児島県西之表市現和3305-2

TEL0997-25-0079 FAX0997-25-1101日昇製糖工場
にっ しょう

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

こだわりの味 お
土
産
に

お
土
産
に

お
土
産
に

お気軽にお問合せください。

募集中!!
●残業なし
●通勤手当あり
●週休3日制（水・土・日、祝日）

株式会社  南  星
鹿児島県西之表市西之表 9593-3

TEL : 0997-23-2838
FAX : 0997-23-2055

車検・新車中古車販売・板金・レンタカー

整備士・検査員


